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2. 本年度 WG 会合開催実績 

全体会合は開催せず、ただしメー
ルベースで議論を行った他、少人数
によって、観測ロケット等の無人サ
ブオービタル機を用いたケースにも
対応するための会合を行った。 
   
3. 活動目的 
従来宇宙環境は無重力状態だと考

えられていたが、現実にはｇ－ジッ
ターが存在している。欧米では、ｇ
－ジッターの影響を懸念して既に組
織的な研究を行っており、我が国で
もシャトルを用いたｇ－ジッター実
験が実施されている。平成１１年に
はｇ－ジッター研究を組織的に進め
るための地上公募研究を開始、平成
１４年からは実験装置製作に特化し
て地上公募研究を継続した。平成１
６年からは研究班ＷＧとして、無人
衛星実験の可能性を検討したところ

である。 
本研究では、これまでの研究成果

を活用し、種々の微小重力実験手段
で発生する、加速度に起因する大域
的な流体現象の知見を得ることを科
学的目的とする。また、流体科学実
験に要する一般的かつ省リソース型
の実験支援系を構築し、宇宙実証を
行って汎用実験支援装置として確立
させ、他研究者に装置および技術情
報を提供し、今後アドホックに提供
されるであろう宇宙実験機会に迅
速・的確に対応することが可能にな

図１ 平成 11 年度公募研究の成果

(Model 2001) 

図２ 平成 14 年度公募研究の成果

(Concept 2004) 



 

 

ることを技術的目的とする。 
 

4. 活動内容(背景を含む) 
流体現象の計測は、宇宙実験中に

実験セル内に発生する大域的な対
流・拡散現象を電解発色法によって
可視化し、ほぼフライト全期間にわ
たって観察することで行う。平成１
６年度ＷＧにおいて実施実験候補お
よび実験装置概要を検討した。実験
装置としては平成１１年度および平
成１４年度の地上公募研究の成果
(図１および図２)を最大限に活用し、
地上公募研究で製作された実験装置
(Model2001、図１)を装置自身がｇ－
ジッターの発生源とならないよう徹
底的に改良して無重力環境下を実現
することとし、平成１７年度ＷＧに
おいて以下の３実験を実施候補とし
た。 

①電解発色法による拡散現象観察
実験、それぞれ制振、非制振状態
に置いた２つの実験セル内に極め
て静的な現象である電解発色法に
よって拡散質を同時に形成し、そ
の拡散の様子を観察する。リファ
レンスデータ取得を目的とする。 
②温度勾配下での電解発色法によ
る拡散現象観察実験、温度勾配付
加による密度勾配形成によってｇ
－ジッターに影響されやすい状況
を作り出し、①と同様の実験を行
う。リファレンスデータとの比較
から大域的な密度分布の影響を求
めることを目的とする。 
③細線まわりの沸騰現象と電解発
色法による拡散現象観察実験、実
験セル内に電解発色法とは別の細
線を配置し、高電流を付加し沸騰
現象を発生させる。沸騰は最も密
度差が形成されるケースであるの
で、これと電解発色を同時に行い、
局所的な密度差によるｇ－ジッタ
ーの影響を求めることを目的とす
る。また、熱環境制御に重要な沸
騰現象の解明に資することも目的

とする。 
実験装置概要を図３に示す。 

しかし、これまでは有人(シャト
ル)や無人(回収カプセル)のオービ
タル実験を目指した検討を行ってき
たが、平成１８年度 WG ではさらに
実験機会を広げるため、有人サブオ
ービタル機に対応するための検討を
行った。この場合実験時間が限られ
るため、実験①のみの実施になると
思われる。有人サブオービタル機実
験のイメージを図 4 に示す。有人サ
ブオービタル機は基本的に有人の航
空機であるため、機能としては
Model 2001 で充分であるが、背景と
なる加速度レベルが低い。よって高
性能の制振装置が必要となる。より
制振性能を高めるため、平成１４年
度地上公募研究で開発した高性能制
振ダンパーに換装することとし、当

図３ 無人オービタル実験装置概要

(Concept 2005) 

図４ 有人サブオービタル実験概要



 

 

該ダンパーを製作した。また、平成
１９年１月に JAXA 宇宙科学研究本
部国際共同ミッション推進研究提案
に本実験の準備である｢サブオービ
タル機を用いた宇宙機内微小重力環
境計測実験｣が採用され、収納ケース
BBM の製作等を行った。なお、当該
実 験 機 会 の 獲 得 に 向 け 、 米 国
Rocketplane 社と協議を継続してい
る。 
平成１９年度 WG では観測ロケッ

ト等の無人サブオービタル機を用い
たケースにも対応するため、③の実
験を念頭に置き、徹底的に小型化す
る検討を行った。 

本研究では実際に宇宙実験を実施
することが重要であるため、下記の
様々なケースに対応して準備を進め、
実験機会獲得の努力を行っていると
ころである。 

○航空機 
Model 2001により短期間で実施
可能 

○有人サブオービタル機 
Model 2001の小改造により実施
可能 

○無人サブオービタル機 
  検討中 
○有人オービタル機 
 概念検討中(Concept 2004) 
○無人オービタル機 

概念検討中(Concept 2005) 
また、これまでに得られた成果は迅
速に宇宙実験を実施するためのノウ
ハウとして他の WG でも活用される
予定である。 
 
5. 成果 
○原著論文 
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○学会発表 
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ISPS2007, Nara, 2007. 
2. 大西 充, “｢宇宙機内における大
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